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合成スラブ工業会 Ｑ＆Ａ 

Composite Slab Industrial Association 

耐火 Ｑ-０５  耐火工法 外周部鉄骨梁 外壁材 

耐火性能を要求される建物外周部の鉄骨梁に対して、外壁材とデッキ合成スラブの組み合わせで耐火工

法とする方法を教えてください。 

 

耐火 Ａ-０５  

外壁先付け等、施工工程上鉄骨梁に直接耐火被覆材を施すことが困難な部分に対して、鉄骨梁の周

りを耐火性能のある外壁材と床材とで囲った複合耐火工法が用いられることがあります。この場合、床版にデ

ッキ合成スラブを用いることはできます。 

 

複合耐火工法としていくつかの工法が耐火構造の認定になっていますが、認定の中の RC スラブをデッキ合

成スラブに置き換え、RC スラブと同様な取り扱いができます。 

 

≪納まり例≫ 

 

■ＡＬＣ壁パネル・吹付ロックウール合成被覆鉄骨はり 

ＦＰ０６０ＢＭ－９４０６、ＦＰ０６０ＢＭ－９３５６（１時間耐火） 

ＦＰ１２０ＢＭ－９４０９、ＦＰ１２０ＢＭ－９３５７（２時間耐火） 

 

(注)ＡＬＣパネルの構造様式は、「ＡＬＣパネル構造設計指針」（監修：（国研）建築研究所）による。 

 

その他にＡＬＣ合成被覆／鉄骨はりの耐火構造には次の認定があります。 

■ＡＬＣパネル／繊維混入ケイ酸カルシウム耐火被覆板１（２）号合成被覆／鉄骨はり 

ＦＰ０６０ＢＭ－９３６２（ＦＰ０６０ＢＭ－９３６２） 

ＦＰ１２０ＢＭ－９３６３（ＦＰ１２０ＢＭ－９３６５） 

■ＡＬＣパネル／ＡＬＣ耐火被覆板合成被覆／鉄骨はり 

ＦＰ１２０ＢＭ－９３５５ 


